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 廃止措置を進めると同時に，廃棄物の処分についても重要課題として取り組む

約10年後 約20年後 約30年後 約40年後 約50年後 約60年後 約70年後平成30年

ガラス固化処理

主要施設の廃止

ガラス固化施設の廃止

低レベル廃棄物処理（焼却/セメント固化）
施設整備

低レベル廃棄物関連施設の廃止

主要施設の管理区域解除

全施設の管理区域解除

利活用/解体へ

高レベル放射性廃液の処理等
のリスク低減の取組み

主要施設の廃止 廃棄物処理・廃棄物貯蔵施設の廃止

ガラス固化施設の管理区域解除

ガラス固化完了

廃棄物処理完了

廃止措置に要する期間（見通し）

約70年東海再処理施設

約85年英国の再処理施設（THORP）

廃棄体化処理（廃棄物管理事業を想定）
施設整備

廃棄物

処分へ

廃棄体化のための
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１．東海再処理施設の廃止措置の概要（1/2）
－ 廃止措置の工程（進め方） －

： 廃止する施設

： ガラス固化処理施設

： 廃棄物関連施設

： 管理区域を解除した施設



2※廃止措置段階であることから、新たな使用済燃料の持込/再処理は行わない。

（HAW）
（TVF）

（PCDF）

（MP） （DN）

保管中の廃棄物に加え、今後発生する廃棄物を処理

ガラス固化体等は処分施設の操業開始後に随時搬出

工程内に残留した核燃料物質等の回収（工程洗浄）令和5年度完了使用済燃料は令和13年度
までに搬出予定

リスク低減として高レベル放
射性廃液はガラス固化処理

新規制基準を踏まえた安全
性向上対策を実施

核燃料物質は随時
譲渡し

１．東海再処理施設の廃止措置の概要（2/2）
ー再処理施設の工程概略と廃止措置の状況ー

液体廃棄物の処理

液体廃棄物

貯蔵保管

海洋放出

固体廃棄物の処理



２．ガラス固化技術開発施設（TVF）の概要（1/2）
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• ガラス固化技術開発施設（TVF)は、東海再処理施設において使用済燃料の再処理に
より発生した高レベル放射性廃液を安定で取扱いが容易な形態であるガラス固化体
にし、保管する施設。

• TVFでは「固化セル」に設置した溶融炉にガラス原料と廃液を投入してガラス固化体を
製造する。固化セル内は線量が高く人が立ち入れないため、内部の設備の保守は遠
隔操作で行う。

TVF固化セル鳥瞰図

溶融炉

固化セル内写真（溶融炉）

流下ノズル出口部

流下ガラス

ガラス固化体(模擬体）
高さ ：約1m
直径：約40cm
重さ ：約400kg



① 平成4年4月に竣工し、平成7年1月から1号溶融炉での運転を開始。
② 平成14年～15年に2号溶融炉に更新し、平成16年から2号溶融炉での運転を開始。
③ 震災後、高レベル放射性廃液に係るリスクの早期低減のため、平成27年度からガラス

固化処理を再開。
④ 東海再処理施設の廃止措置計画（平成30年認可）の中でガラス固化処理計画を策定し

安全性向上対策と並行してのガラス固化処理運転を開始。
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２．ガラス固化技術開発施設（TVF）の概要（2/2）
－ 運転経緯 －



３．ガラス固化処理計画（1/2）
－ 概要（平成30年策定） －
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① 令和10年度までにガラス固化処理完了を目標とする計画。

② このガラス固化処理計画を含む廃止措置計画については、茨城県原子力審議会（平成30
年1月31日、3月29日）、茨城県原子力安全対策委員会（平成30年8月22日）における審議
を経て、平成30年10月4日に同意を得た。

表-1 ガラス固化処理計画（平成30年策定）

令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

（１）運転 ガラス固化処理

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年H26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 令和元年

（２）施設整備

溶融炉内
残留ガラス除去

遠隔機器整備

（３）3号溶融炉 設計・製作

年度

9本 4本 46本

（16-1 13本） （17-1 46本）

60本＊50本＊ 70本＊

6か月

項目

6か月 6か月

2号取り外し

3号据え付け

両腕型マニプレータ(BSM)計画的更新＊３

＊１：両腕型マニプレータ(BSM)の計画的更新

M121旋回台、コードリール、位置検出器、リミットスイッチ類を更新する

＊２：固化セルクレーンの計画的更新

固化セルクレーンの走行ケーブルリール及び付帯品を更新する

＊３：両腕型マニプレータ（BSM)の計画的更新

M120コードリールを更新する

80本80本 80本71本＊

6か月 6か月 6か月 6か月

80本

＊︓ガラス固化処理における製造本数は，運転状況に応じて増やし，ガラス固化処理をできるだけ前倒しで進める。

19-1ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 21-1ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 22-1ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
点検 廃棄物搬出

作動試験（900kg+600kg使用予定）

固化セルクレーン計画的更新＊２両腕型マニプレータ(BSM）計画的更新＊１

継続して製造した
ガラス固化処理本数：59本



① 平成31年度（令和元年度）のガラス固化処理運転（固化体製造目標50本）は、機器の不
具合※1により7本で運転を終了。
※1：溶融炉底部に設置している流下ノズルに傾きが生じ、流下ノズルを加熱するための加熱コイルと接触し漏電リレーが作動し、

ガラス流下が停止した。次の運転前に流下ノズルと接触しないよう加熱コイル径の拡大などの対策を講じた装置に交換。

② その後、令和3年度及び令和4年度のガラス固化処理運転では、運転データを分析評価
し、適宜溶融炉内の状態を把握し、管理しながら運転を進め、知見を蓄積し、それぞれ
13本、25本で運転を終了※2。
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③ 令和4年12月、これまでに蓄積した知見に基づき、ガラス固化を

最短で進める観点から、使用中の2号溶融炉から新型溶融炉（3

号溶融炉）※3への更新を当初計画より前倒しで行うことにした。

3号溶融炉試験状況

白金族元素： 白金および白金に似た性質を持つ元素の総称で、高レベル放射性廃液に含まれている。これらが溶融炉内で沈降・堆積す
ると、ガラスの加熱性や流下性が低下し、運転に支障をきたす。

※2：溶融炉内に残留した白金族元素を多く含むガラスの影響及びその除去作業などの影響
によるところが大きい。

３．ガラス固化処理計画（2/2）
－ 実績（平成30年以降） －

※3： 炉底形状を四角錐から円錐に変更。

④ 令和5年11月～12月、3号溶融炉の運転条件確認試験（白金族

元素を含む模擬廃液を使用）を実施し、運転に必要なパラメータ

を確認した。

円錐に炉底形状を変更することで、安定して白金族元素を流下

により抜き出すことができ、2号溶融炉以上のガラスの流下性を

確認した。
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 3号溶融炉では、高レベル放射性廃液に含まれる白金族元素（Ru,Rh,Pd等）が溶融炉内に堆積せず、
抜き出しやすくなるように、円錐の炉底形状を採用した。

 また、白金族元素を多く堆積させないような管理指標や検知方法の改善、残留ガラス除去作業にお
いても、除去の方法や手順、終了判断、除去装置等の改良なども図る。

炉底形状
四角錐 円錐

現行溶融炉（2号溶融炉）
の鳥瞰図

新型溶融炉（3号溶融炉）
の鳥瞰図

現行溶融炉（2号溶融炉）と新型溶融炉（3号溶融炉）の比較

A

A

円錐
新型溶融炉

四角錐
現行溶融炉

温度

(℃)

1200

1150

1100

1050

1000

950

900

850

800

750

700

650

600

炉底傾斜面の温度解析
（炉底を上から見た図、左図のA-A矢視）

底部電極底部電極

補助電極

傾斜面上部まで
温度の低い領域あり

温度の低い領域は、
傾斜面下部のみ

・四角錐形状では傾斜面の谷部に沿って温度が低い
領域（ガラスの粘性の高い領域）が生じる。

⇒白金族元素は流れにくくなった谷部に沿って傾斜面
上部まで堆積する。

・円錐形状では谷部がないため、傾斜面上部に温度
の低い領域はない。

⇒白金族元素が堆積しにくく、抜き出し性の向上が期
待できる。

A

A

【参考】 新型溶融炉（3号溶融炉）について

 なお、3号溶融炉での運転においても、運転データの分析
評価を継続し、白金族元素の堆積状況の推定等、運転状
態の変化の傾向を把握し、反映していく。



４．ガラス固化処理計画の見直し（1/2）

【見直し作業の経緯】

• これまでのガラス固化処理の進捗状況や今後想定される工程遅延リスクを踏まえ※4、

ガラス固化処理計画の見直しを行った。
※4 固化セル内の遠隔設備などは、故障等が発生した場合、復旧に長期間を要する等により工程を遅延させるリスクが高いた

め、計画停止期間（複数回設定）において予防保全（更新）を行う。また、復旧に長期間を要しないものや固化セル外機器につ

いては、運転停止中（インターキャンペーン）の定期的な点検・保守と合わせて計画的に補修又は更新を実施する。

• 見直しの検討状況については、原子力規制委員会東海再処理施設安全監視チームの

会合（第73回：令和5年12月20日及び第74回：令和6年3月25日）にて説明した。

【見直し結果】

• 設備の高経年化に係るリスクを考慮しつつ、ガラス固化処理を安定に着実に進めるうえ

では、ガラス固化処理完了は令和20年度末になる見通し。

• なお、令和5年度末までに新規制基準を踏まえた安全対策工事（地震・津波・重大事故

対策）は完了しており、安全上の問題はない。

• また、東海再処理施設の廃止措置全体の工程（約70年）に影響はない。
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その他、ガラス固化に関わる技術の基盤整備・高度化については、今後、高レベル放射性廃液に

含まれる、半減期が長く発熱性の高いMA （マイナーアクチノイド）と呼ばれる核種の分離（減容・有

害度低減）や白金族元素の回収・資源化などの研究等、関係機関と協力しながら取り組んでいく。



４．ガラス固化処理計画の見直しについて（2/2）
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表-2 見直したガラス固化処理計画（令和20年度完了）

a. 3号溶融炉の製造本数は60本/１キャンペーン（2号溶融炉の製造実績：平成27年度末
～29年度の間で継続して製造した本数59本）。

b. 廃棄物搬出期間（約3ヵ月）及び残留ガラス除去作業期間（6ヶ月/1回：2号溶融炉の実
績より）を確保。

c. これまでの運転保守実績や設備故障による工程遅延リスクを踏まえ、予防保全を実施
する計画停止期間を4回設定（工程遅延リスク対策）。

a

b

c

令和5年12月見直し

計画停止4回
（工程遅延リスク対策）

880本
点検・保守等

廃棄物搬出

溶融炉内残留ガラス除去

結合装置（加熱コイルを含
む）の更新による2号溶融炉

継続使用

廃棄物解体
解体場P/M更新

（３）3号溶融
炉

更新

（２）施設整
備

高経年化対策

　遠隔機器整備

R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度

（１）運転等

ガラス固化処理

R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度項目

BSM計画的更新

25本（354本）

（3号溶融炉据付）

△420本 △630本

60本

3号溶融炉検収
作動試験

（2号溶融炉撤去）

22-1ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

60本

2号溶融炉解体除去装置解体→P/M更新等

・BSM_G51M121コード
リール計画的更新
・返送ポンプ等更新

固化セルクレーン走行ケーブルリール解体/BSM走行ケーブルリール解体/除去装置解体/固化体台車等解体

6ヶ⽉ 6ヶ⽉ 6ヶ⽉ 6ヶ⽉ 6ヶ⽉

60本

6ヶ⽉

・BSM_G51M120コードリール
計画的更新

60本 60本

6ヶ⽉ 6ヶ⽉

・固化体台車更新
・BSM肩カメラ、
・インセルクーラファン等更新

36本 70本

・BSM_G51M121走行
ケーブルリール

60本 60本

年度

BSM：両腕型マニプレータ
P/M：パワーマニプレータ



参考資料
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新規制基準を踏まえた安全対策工事（1/2）
－ 地震・津波・外部事象対策 －
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新規制基準を踏まえた安全対策工事（2/2）
－ 内部火災・溢水対策 －




